
発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

社会医療法人有隣会 東大阪病院 

 

vol. 

 

 2023年10日1日開院予定です。 

 

直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

東大阪病院 地域医療連携部 
 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

 2021年6月1日着工した東大阪病院新築工事ですが、近

隣の皆さまと工事関係者の皆さまのおかげで、順調に進

んでいます。現在の施工状況は、新病院6階の壁や天井、

7階床や柱を建築中です。新病院は8階建てですので、来

年早々には8階までの工事を終え、3月末には躯体工事を

終える予定です。それから本格的に内装・設備工事が行

われます。 

新病院完成予想図 
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これまでの経過 
2021年6月1日 ～ 2022年12月8日     

もと城東区役

所用地の建物

解体工事が始

まりました。 

2021年6月1日着工 

2021年8月20日頃 

2021年9月22日頃 

2021年10月15日頃 

2022年3月初旬～4月末 

2022年6月末頃 

2022年9月頃 

2022年12月8日頃 

2021年11月4日頃 

2021年12月23日頃 

騒音・粉塵対

策として、壁

を残して内側

から解体して

いきました。 

城東消防署に

よる、災害時

の救出活動な

どを想定した

消防訓練が行

われました。 

附属棟の基礎

が解体され建

物が全て無く

なりました。 

22mの既存

杭を61本引

き抜きまし

た。 

外構解体整地

を行い、年越

しとなりまし

た。 

2022年3月から

新築工事開始。 

新しい杭83本を

約2か月で打ち

ました。 

タワークレーン

が登場しまし

た。 

7月末には移動

式タワークレー

ンも登場しまし

た。 

北側では、2階

の天井・3階床

にコンクリート

を打設中。 
 

南側では、2階

の天井・3階床

になる部分に梁

掛けを実施中。 

11月末から12月中旬は6階・７階を建築中。来年3月末

には躯体・外装・屋上工事を終える予定です。 


